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第 �� 回音楽情報科学研究会 発表・参加募集

以下の要領で次回の音楽情報科学研究会 �第 �� 回� を開催いたします� ただ今� 発表募集中ですの
で�皆様奮ってご応募ください．尚� 今回は恒例の日本音響学会音楽音響研究会との共催の予定です�

日程�

平成 � 年 � 月 �	 日 �金� 午後
場所�

�財� イメージ情報科学研究所堂島オフィス会議室
大阪市北区堂島 
�
�
� 泉谷 �いずたに� 堂島ビル 
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会場への道順�

�� 大阪駅西口あるいは地下鉄四つ橋線西梅田より四つ橋筋を南下� 国道 
 号線を越えて 
 つ
目の通りを右 �西� に入る� その通りを ��� メートル弱進んだ所の北側にホテルサンガーデン堂
島が見える� その向かいが泉谷 �いずたに� 堂島ビル� 地下鉄四つ橋線西梅田から徒歩 � 分程度�

発表申込締切�

平成 � 年 � 月 � 日
発表申込みに際しては� 発表のタイトル� 発表者氏名� 発表者所属� 連絡先 �住所� 電話� 
���

�������� 発表の概要 ��� 字以内� を片寄までお送り下さい� 予稿の締め切りは � 月下旬の予定
です�

申込・問合せ先�

片寄晴弘 �イメージ情報科学研究所�
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研究会の時間割�プログラム等は情報処理学会誌 � 月号の会告に掲載される予定です� 多くの方々
の参加をお待ちしております�
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��	
	��	�����について

�		�年には東京・早稲田大学で開催された ����が，昨年のデンマークに続いて，今年は �� !

（カナダ・アルバータ州，�� ! �� "#� $%# "&� '#"(）で開催されます．会場はロッキーの素晴らしい
自然の中にあり，�%�)*"�# �*(�+だけでなく,�-�"�� '#" 全般を広く研究・発信する拠点となって
います．
期間は 	月 �日～�日．テーマは「,�-�"�� .��/-#%* 0」です．
今年はマルチメディア，仮想現実，環境音楽，インスタレーション等を含めた広い意味での最新の

�%�)*"�# �*(�+を持ち寄り，体験しようと呼びかけ，これまでの基調講演1�/ %"� 2)��+&もやめ
て，「最新の凄いイベントを体験させる」そうです．また，今年は以下の特別テーマが強調されてい
ます．
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すでに論文・作品の応募は締め切られましたが，参加についての情報については下記に請求して下
さい．また，「4�"」誌 �月号に �����		�の報告記事がありますので，興味のある方はお読み下さい．

�長嶋�
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�������� 人工知能と音楽のワークショップのお知らせ

今年 � 月下旬に� カナダのモントリオールで � "�# �"�% �� �%� " �% $�#� +� % '#"�9+��� � "�����

-� +� ����'��	��が開かれます� ���'�にはいつも多くのワークショップが併設されますが� '#"�9+���

� "����-� +� � 0 �*(�+ �'��� というワークショップには� 2�:�;2 登録員の多くの方が興味を持た
れるかも知れません� 今までにも� 人工知能と音楽に関連した会議やワークショップは幾つか開かれ
てきましたが� それらは非常に幅広い範囲をカバーしていました� しかしこの '�� ワークショップで
は� テーマを <'� �%0��( %$ 2"#*+"*#�� �*(�+ ; 0�#("� 0� -= に限定し� 密度の濃い議論を目指すと
のことです� 具体的なトピックは�

� 音楽の構造を認識する人工知能的なモデル
� 音楽における時間を認識� 表現� 推論するための人工知能的なモデル
� 構造的な音楽理論に基づいて制作された人工知能システム
� 実時間的あるいはバッチ的に音楽理解を行うモデル
� 音楽の理解と創造性

などの予定とのこと�

論文投稿締め切りは �月 ��日です� 本ワークショップの詳細はオーガナイザの,#� :�#&�#0 3�0��#

まで�
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その他 ���'��	� に関する情報は ���'�の333 )�-� �;�8は�������	���	������ でも入手で
きます�



������ 第�回 研究発表会 質疑記録
����年��月��日・��日 沖縄県立芸術大学 （東洋音楽学会沖縄支部と共催）

��� ジャズの伴奏からの，調性を考慮した感性情報抽出
平井重行，金森務，平井宏 �京都工繊大�

記録 � 納本淳 �三菱化学�

�� 岸 �電通大� 判定が行われるのは，曲単位なのか，部分な
らばその単位は？感性情報の表し方はどのようであるか？

�� リアルタイムにその瞬間毎に行っている．今回の発表で
は，コード部分の逸脱度，緊張度の二つ．ジャズのイン
プロビゼーションに役立つ物を考えている．ジャズ的な
美しさまで対応できていない．

�� 久万田 �沖縄県立芸大� ジャズでは予めコード進行が決まっ
ていてそれが規範になっているのでは．調性の判定は意
味がないのでは．

�� 調性はリアルタイム演奏時の参考のためである．
�� コード進行など，予めにある事を元にした判断が必要で

はないか．
�� リアルタイム演奏での対応を考えているため，予めにあ

る事を対応していない．

��� 情動に相関のある楽曲中のパラメータについて
日間賀充寿�大西昇 �名大��杉江 昇 �名城大�

記録�納本淳 �三菱化学�

�� 新見 �京都工繊大� ニューラルネットのＢＰでのローカル
ミニマム，パラメータの不変性などの検討は？

�� それほど，細かく検討していない．
�� 平賀 �図情大� 統計的な方法があるが，ニューラルネット

を用いた理由は？
�� 非線形性に対応するためである．現行は線形性であるが

非線形性が高いと考える．
�� 金城 �沖縄県立芸大� 被験者のバックグラウンドの影響は．
�� 経験，文化的なものよりも，その時の気分反応が影響す

るようだ．

��� 演奏ルールの抽出と再現
玉城謙一 �阪大��片寄晴弘 �������井口征士 �阪大�

記録�堀内靖雄 �東工大�

�� 堀内 �東工大� 	�
� のヴェロシティ値を音量としている
が，実際に聴こえる音量とは異なるのではないか？

�� 心理実験による等ラウドネス曲線を用いる必要がある．今
回はヴェロシティ値をそのまま使用しているが，今後は
考慮してゆきたい．

�� 平賀 �図書館情報大� �楽譜に書かれているのに�２小節目
からクレシェンドしたように聴こえなかったのは何故か？

�� 片寄 �	
��� クレシェンドのスタート点が良く分からな
い，あるいはクレシェンドよりもグループの重心を意識
したため，クレシェンドが無視される傾向があったとい
う二つの原因が考えられるのではないか？

�� 玉城 相関性の問題であり，今後検討すべき課題である．
�� 金城 �沖縄県立芸大� 楽譜に基づいて演奏データを作る方

が単純にいくのでは？実際に演奏を学ぶとき，教師の指
導 �口頭伝承�にはさらに多くのパラメータがあるので，
演奏例に基づくのであれば，口頭伝承にはどのようなパ
ラメータがあるかということを調べるべき�実演例と計算
機の出力した演奏とは異なる解釈であるように聴こえた．
楽譜に基づくものとはパラメータの取り方が異なるので
はないか？

�� パラメータが増えれば増えるほど相関性が複雑になるの
で，ここではパラメータを少なくして扱っている．


� 金城 �沖縄県立芸大� それならば楽譜だけに基づいて行なっ
た方がはっきりして良いと思う．

�� 平田 ����� 例えば�
���� の研究との比較をするとす
れば，実際にどのように行なうのか？

�� �
���� は音楽的知識を用いた表現方法であるが，本研
究は音楽的知識を入れずに実演奏から抽出した特徴によ
り演奏を生成するという点でアプローチが違う．


� 片寄 �	
��� 結果的にやっていることは�
���� と同じ
だと思う．

�� 平田 ����� �
���� のシステムと本システムによる同
じ例題の演奏を比べた場合，どちらの方法が良いかとい
うことをどのように評価するのか？

�� 心理実験などで行なうしかないと考えている．

��� マルチメディアを用いた楽器データベース
� 分類とデータ構造の検討 � 鈴木孝 �東京工業高専�

記録�堀内靖雄 �東工大�

�� 岸 �電通大� ����のウェブスター �絵付き�で楽器は引け
ないのか？

�� 楽器の名前による検索はできるが，きちんと整理されて
はいない．


� 岸 �電通大� フレッチャーとロッシングの書いた ���
����
�� �� 	��
��� �����������という本があるので参
考にして欲しい．

�� 片寄 �	
��� いずれシソーラスが必要になると思われる
が，どのように考えているか？

�� 今後の検討課題である．

�� 大矢 �長野高専�  !� を��� に基づくインターフェー
スにするような 方向性は考えているか？

�� 最終的にはネットワーク上で公開すべきであり，一つの
方向性として��� を考えている．

�� 平賀 �図書館情報大� 具体的な使用者，用途は？

�� ここでは音楽学研究者向けとしている．

�� 平賀 �図書館情報大� データマイニングでは詳細な計測情
報が必要となるのでは？

�� 非常に細かい情報まではここでは考えていない．

�� 金城 �沖縄県立芸大� 音楽学研究のための用途では量的な
社会的要請が低いのではないか？ むしろ学校教育など，
研究の入口として利用した方が良いのでは？

�� 今後考えてゆきたい．

��� 沖縄古典音楽における歌詞音価列の類型
金城厚 �沖縄県立芸大�

記録�久万田 �沖縄県立芸大�

�� 大石 �琉球大� 休符を除いての集計に何か意味があるか？

�� 最初は休符を除いての類型を考えたが上手くいかなかっ
た．休符を加えるときれいな形の類型が出た．それは日
本人の間に対する感じ方にも原因があるようだ．形式的
まとまりという点では間 �休符�は音の延長と考えた方が
良さそうだ．

�� 記譜上は明確に間と書いてあるか．

�� 声を止める箇所を書いてある．なぜそこで音を止めるか
は演奏伝承上では大事だが，形式構造上は意味がないと
言える．

�



�� 久万田 �沖縄県立芸大� シラビックな民謡の場合は，リズ
ムを取り出す場合，人間のリズム認識は個々の音価とし
てよりは，連続したまとまり，ゲシュタルトとして捉え
ると思う．こういうメリスマ的な曲の場合，演唱者がそ
ういうリズムパターン認識を持ち得るかという問題もあ
るが，ここでも＜暁節＞などはある種のリズムパターン
を読みとれる気がする．各音価値相互の関係をパターン
として捉えられないか．

�� これは量の比較になっている．それに対してチャート，位
置的な分析も考えられる．リズムがある時間の流れの中
のどの位置に来るかという分析もやりたい

�� 前に金城氏が歌詞音列の計算をされたときは，同系旋律
の音列相互の距離を計算されたが，音価列相互の距離の
比較ができるか．

�� 似てるかどうかというのは計算できる．しかし似ている
ということが �旋律の�類型なのか，系統なのかが問題と
なる．

�� 平田 ����� 歌詞の内容と音価の長さは関係があるのか．
�� ない．これらは節のある旋律なので，歌詞が変わっても

リズムは同じ．ただ，字余り，字足らずの場合はリズム
が変わってくるが．

�� 杉本信夫 �東洋音楽学会� 同じ長ブシ的な曲を早弾きで弾
くような場合，音価の関連はどうなるか．

�� たとえば本嘉手久節と昔嘉手久節などの場合，メロディー
は横に引き延ばすとほぼ一致する．リズムは比較してい
ないが，たぶん関連がつくだろう．今回の結論としては，
速ブシと長ブシのリズムの仕組みは巨視的に見れば同じ
ということだ．

��� 八重山の学校教育における郷土音楽の実践
大山伸子 �沖縄県立芸大�

記録�久万田 �沖縄県立芸大�

�� 杉本信夫 �東洋音楽学会� 八重山が教育と地域と結び付い
て実践的に行うのはいいと思うが，学校教育は西洋音楽
中心なので，リズムや音階の解釈で矛盾点が出てくると
思うが．

�� それはある．学校の先生は西洋音楽の訓練を受けた人た
ちなので郷土音楽に対して知識，技術共に不足している．
先生方の技術を磨いてゆくことが行政的にも必要．今紹介
したのは先生がたまたま三線ができて積極的に授業にも
取り組んでいる事例だ．そのへんは展望としては厳しい．

�� 大村 �北海道大� 学校の先生の郷土出身者の割合のデータ
はないのか．

�� そういう質問はまだしていない．
�� 金城 �沖縄県立芸大� 学校は組織としては関わっているが，

教育としては関わっていないのではないか．「自然体」と
いうのはいい加減だということにもなる．ハーリー船競
技に出るといっても学校でハーリー船の漕ぎ方を教える
わけではない．学校の教科の中でどう扱ったかではじめ
て学校教育としての方法が問われてくると思う．私は学
校のやり方については批判的に見てゆきたい．

�� 久万田 �沖縄県立芸大� 私は金城氏に対して，学校は出来
るだけいい加減な方がいいと思う．学校でこうした郷土
文化の教育をする場合，たまたまその先生に能力とやる
気があるからできる．学校教員も一定期間で転勤してゆ
く．たまたまいい先生に巡り会った学生が運が良かった
ということであれば，「学校体制として云々」という話で
はない．そのあたりの事情はどうか．

�� 八重山の全小中学校には学校目標というものがあり，そ
の中に郷土音楽を導入実践するというのが掲げられてい
る．やっていない所は目標が形骸化しているということ
だが．その実践にはどうしても各先生の指導能力が必要
となる．言われたように先生の転勤により継続できない
という欠点もある．

�� 学校目標というのは八重山地域のか．
�� 沖縄県教育庁からの指導だが，それは「郷土音楽を実践

しなさい」というもの．それを各学校が実情に応じて実
践する．

�� 平田 ����� プロの演奏家がこの郷土音楽の教育に関わ
りをもっているか．

�� 地域の祭時などで熟練者が子どもに教えるということは
ある�その意味ではプロも関わっている�

�� 坪井 �千葉職業短大� この調査はここ２年間のようだが�"#
年 $#年という長い期間での歴史的な変化の面はどうか�

�� 先行研究がないので分からない�今後の課題としたい�

��� 八重山民謡「アンバルヌミダガーマユンタ」におけ
るカニの特定 大山了己 �那覇市立小禄南小�

記録�久万田 �沖縄県立芸大�

�� 平田 ����� 歌がつくられた当時の環境は今とは違ってい
たのではないか．生態系での種の個体数の比率は昔と現
在では変わりうるので，数の多寡で種を特定することに
根拠があるのか．

�� カニは汚染などの環境に強い．"##年ほど前と現在ではカ
ニの状況はあまり変わらないのではないかと考えて同定
している．

�� 久万田 �沖縄県立芸大� このユンタは他集落ではカニの名
前が変わったりするのか．また柱建ての時にカニを供え
ることに信仰などの民俗的背景はあるか．

�� 柱に供えるカニは昔は決まっていた．文献で見る限りで
は中国にも同様の例があり，カニは地の神となるので生
きたまま逃がすということだ．それを受け継いでいるの
ではないか．またこのユンタの歌詞だが，実際には同じ
旋律で魚名を並べて歌っている地域もある．

�� 杉本信夫 �東洋音楽学会� このユンタは女性が非常に甲高
い声で囃すが，カニの生態と関係があるか �笑�．

�� それは分からないが，家を建てる時に力づけでこれを歌っ
たという例がある．

�� 大石 �琉球大� %
&����'��を仲宗根先生らはオオヒライソ
ガニと認めている．これが ����となっているが，どうい
う根拠か．

�� このカニは流木などに乗って浮遊してくる．おそらく生
息しているのはあまりいないのではないか．国立科学博
物館のタケダ氏も同様の意見だった．

�� ��(��$�配布資料�では ����が多いが，希少なカニを歌う
のは不自然ではないか．

�� 個体数が少なくても色がきれいなものなど歌詞に取り上
げられる例はあると思う．その辺は難しい問題を含んで
いる．

�� 新城 �沖縄県立芸大� この歌は高音が多いので，仕事の時
に歌っても長続きしないと思う．ユンタの中でも後半に
歌うのではないか．歌われる場所や状況はどうか．

�� 今は家を造るなど労働の時に歌うことはほとんどない．地
域行事の中で歌うなど変遷してきている．

��� 尺八くん
� 尺八譜の手書き入力・編集マルチメディアシステム �

長沢理恵�松島俊明 �東邦大��坪井邦明 �千葉職業能力開発短大�
記録�久万田 �沖縄県立芸大�

�� 岸 �電通大� 圧縮率とは？　
�� 入力データは点の集まりで，そのままデータにすると処

理が大変だ．リアルタイムに処理しているので，特徴を
表す点だけをとってストロークを表そうとしている．圧
縮率を下げることによって，単純化される．

�� 圧縮率のグラフで両側が落ちるというのは？

�



�� 認識時に "#種類のストロークに分けるが，これとかけ離
れると認識対象外となる．なるべくこの "#種類にしたい
ために圧縮率を変えている．ほとんど原型に近いものに
すると，曲線になってしまい，認識率が落ちる．逆に粗
くしすぎると角を表す特徴線が得られずにやはり認識率
が落ちる．

�� 初心者には冗長度が分からないので "##％も必要ではな
いか．まだ �認識率を�上げられる可能性はあるか．

�� ある．ストロークの形などを検討していきたい．
�� 日間賀 �名大� 尺八譜の情報処理の重要性とは具体的には

どういう点か．また �	)に落とせるのなら五線譜から尺
八譜にも直せるのか．

�� 五線譜から尺八譜への変換は別の学生が研究中である．シ
ステムが使われるかどうかは，最近いろんな趣味を持つ
人が増えているのでニーズはあると思う．*月に千葉の文
化祭にこのシステムを出した時にはなかなか好評だった．


� 坪井 �千葉職業短大� 補足するが，本来この研究の始まり
だが，尺八の演奏家が現代音楽を演奏する時に曲が五線
譜で与えられる．そのままでは演奏できないので一度尺
八譜に変換することが行われている．また音楽研究とい
う意味では尺八のデータベースを作るために，最初は尺
八の楽譜を画像認識しようということから始まった．それ
から五線譜から尺八譜へというのは実際には難しい．尺
八の場合，同じ音を出す指使いがたくさんある．その中
から一つを前後関係などから選ばなければならない．ま
たいろいろな長さの尺八がある．楽器を選んで，かつ指
使いを選ぶという二重の意味での困難さがあるので単純
にはいかない．

��� バンドライクな音楽アシスタントシステムについて
青野裕司 �阪大��片寄晴弘 ������� 井口征士 �阪大�

記録�荒木 �豊田中研�

�� 岸 �電通大� どんな分野を想定しているのか？
�� 現在は，ロックやファンクを想定して，それに適したルー

ルを使っている．今後，ルールを強化してバラードやポッ
プスにも対応できるようにしたい．

�� 久万田 �沖縄県立芸大� ベースやドラムスのパターンのバ
リエーションはどうやって実現しているのか？

�� ルールによって対応している．ただし，現在のシステム
では，テンポとルールとの対応が不十分なので，例えば
+# くらいのテンポの場合，人間が行う演奏よりうるさく
なる傾向があるので，テンポなどによって適用するルー
ル群を切り替えるようにしていきたい．

�� 音楽のスタイルの選択はどうやって実現する予定か？例
えば，市販の,��� 
� � (�-のようなテンプレート選択
方式なのか？

�� テンプレート選択ではなく，やはりルールで対応したい．
また，明示的にルール群を選択するのではなく，スタイ
ルを端的に表すような例示演奏によって切り替えるよう
にしたい．

�� 平田 ����� システムが行う ����� .�
�
�&は，ユーザが
提示したものと同じなのか？

�� 同じとは限らない．.�
�
�&もルールによってリアルタイ
ムに生成している．

�� ルール数の増加に従って，リアルタイム性が損なわれる
が，対策は？例えば，市販のシーケンスソフトには，場
合によっては表示の更新を行わずにリアルタイム性を確
保しているものがあるが．

�� 現在は何も行っていない．将来的には，対策したい．
�� 堀内 �東工大� ルール作成の大変さは？
�� 「自分が演奏する場合はどう考えているのか」というこ

とを考えるのが大変．

�� 演奏者側からシステムに対して「こう演奏してほしい」と
いう意図を伝達するのにどんな方法をとっているか？

�� 同じパターンを繰り返すことによって，重みづけが増す
ようにしている．また，気にいらない場合，違う演奏を
すると重みづけが減るようにしていて，さらに重みがあ
る閾値以下に達すると，別のパターンに切り替わるよう
にしている．

�� ルールの競合にはどう対応しているのか？
�� 今はそこまで考えていない．
�� 平賀 �図情大� 今回のデモでのシステムの !�の設計は，

実際に演奏者が使うことを目的としたものか，それとも
システムの内部状態を表すことを目的としたものか？

�� 演奏者の利用を想定している．実際，����� を認識した
時に点灯するランプ風の表示は役に立っている．今後は
重みづけ情報もフィードバックするようにしたい．

�� 小節数，拍数のディジタル表示が �/
風になっている理
由は？

�� 単なる好みの問題である．

���� 伴奏システムのためのリハーサル
堀内靖雄�奥井学�鈴木泰山�田中穗積 �東工大�

記録�荒木 �豊田中研�

�� 平賀 �図情大� 実際のリハーサル分析は行ったのか？
�� プロの独奏者のリハーサルは，まだ分析していない．

� 最近はリハーサル風景の入っているビデオがあるし，実

際のリハーサル風景も，つてがあれば見ることができる
ので，ぜひ見てほしい．


� 提示部での修正が，再現部にも反省されるように，音楽
の構造を考慮したシステムにしてほしい．

�� ゆくゆくは，そうした知的なシステムにしていきたいが，
まずできるところから進めている．

�� 久万田 �沖縄県立芸大� 対象の音楽と独奏者のレベルは？
�� 指揮者のいない古典派～ロマン派で，ある程度，実力のあ

る音大生以上を想定している．初心者を想定すると，シ
ステムが演奏に追従していくのが難しい．


� 独奏者側には，おそらく演奏プランの大枠を持っている
と思うので，例えばテンポ配分を示すようなユーザイン
タフェースがあると，有用と思う．


� リハーサルでは試行錯誤も行っているので，必ずしも最新
のリハーサルが一番良いものとは限らない．そこで，例
えば比較的最近のリハーサルの中から，選択できるよう
にすると，良いのではないか？


� 実際のリハーサル風景は，音大に行けば見ることができ
ると思う．

�� 橋本 �早大� 独奏者の意図伝達の方法としては，自然言語
や !�による対話だけでなく，楽器を弾いてみせる方法
も使えるのではないか？

�� 興味深い方法と思う．
�� 岸 �電通大� システム側のテンポの揺らぎに "0� をとりこ

む方法は考えられないか？
�� 難しいと思う．知識処理中心の方が有用と思う．
�� 神田 �熊本電波高専� 小節の伸び縮みには対応できるのか？
�� できると思う．システムは，テンポ変化を，大まかなテン

ポ変化と，細かな揺らぎに分けて処理するので，大まか
なテンポ変化の方で対応できると思う．


� 久万田 �沖縄県立芸大� 物理的な時間で見ると同じテンポ
の演奏の場合でも，レガートとスタカートとの違いによっ
て，違うテンポに感じられることもあるので，そこまで
考慮するかどうか考えておくと良い．

�� 意図に関わるところまで考慮するのは，難しいと考えて
いる．

�



���� 演繹オブジェクト指向に基づく音楽記述に関する
考察 平田圭二 �����

記録�大矢健一 �長野高専�

�� 平賀 �図情大� この 
� �関係に基づく関係が本当に遷移則
を満たすのだろうか．というのはもちろん，その形式的
な枠組での話ではなくて，実際に音楽知識としてコーディ
ングして本人が最初はやるつもりで書いていたんだけれ
ども， 1�,� ,�2という関係から1�2という関係が，
音楽の意味的な意味で演繹できないケースがやたらでて
きそうな感じがする．だから，形式的な遷移則を持って
いるような 
� �関係が適用できるような範囲というのは，
実は相当限定されてしまうような気がする．

�� 今話をした和声のレベルでいえば，
� �関係の �����
�
.�
な関係というのはたぶん成立していると思う．ただ，こ
の方法を他の理論の記述に適用するというときには，
� �
関係の遷移規則が成立しない場合ももちろんあるかもし
れない．それはよくわからない．やってみて駄目だと思
えば，またそういう報告をする．

�� 片寄 �	
��� 今は和声に適用されたということだが，実
際の音楽であれば，時間軸と和音の軸と両方入れこんだ
記述をしないといけないと思うが，そのあたりの見通し
というのはどうか．

�� この形式化をするときには，捨象しなければいけないこ
とがある．和音が並んでいる場合には，和音の間には時
間的な �����
��があるはずだが，現時点では，この次に
はこれが来る，この次にはこれが来る，ということだけ
しか時間に関しては考えていない．そういうレベルまで
抽象化してしまっている．例えば，この和音 ����+� が二
分音符である場合と四分音符である場合には音楽的な意
味が変わるだろう．例えば，これが実は "3分音符のとき
は「��45と思うにはちょっと無理がある．6���
�& ����
的に使われたのでは」という話はもちろんあると思う．最
初に言ったように，人間が認識できていることを形式的
に表現しようと私は思った．ただ，音符の長さがどのよ
うに音楽的意味に関係するのかがはっきりわからない以
上は，それはもう形式的に書きようがない．例えば，ジャ
ズのテキストブックなどを見れば，コード進行のいろは
などのところには，「��や5が二拍以上ないと ��45とは
認識されない」というようなことは全然書いていなくて，
「��454�はケーデンスを形成します」のような記述ばか
りである．その記述には �����
��に関する記述はない．
�����
��は人間の頭の中には認識されてなくて，こうい
う��454�というコードの流れだけが認識されている．た
だ，それを素直にこの枠組で記述すればこういうふうに
書かざるを得ない．もし時間に関するある理論とか認識
があって，それがなんらかの形で記述されているのであれ
ば，それをこの形に落とす ��
��はできると思う．だけど
それがどんな形になるかはまだ見たことがないので，よ
くわからない．

�� 和音の場合，一つの和音が全部全音符で次が全部四分音
符，というような場合はいいと思うが，一つがベースノー
トでずっとつながっている場合などになると，その記述だ
けではかなり難しくなるのでは．例えば，応用で�������
の理論や村尾理論をいれたりするとき．

�� 例えば，一つの例として，ペダルノートが出たときどう
考えるか．ペダルノートを機能和声の中でどう捉えるか，
ということ．「
�+02 4  +02 4 2」と分数コードの形で
とらえてペダルノートとする，というようにテキストに
書いてあればそう記述する．ここではどう認識するかと
いうことが問題なのではなくて，認識されたものの形式
化である．片寄さんの頭の中で，全音符による  +と四
分音符による  +の意味が違えば，それを文にして口頭
で言っていただく，では私がそれを形式化しましょう，と
いう話になる．

�� 久万田 �沖縄県立芸大� 音楽の理論というのは，みんな解
釈理論だと思う．ここで平田さんが使われているのは，
,��'���� 音楽院などで教えられているようなある程度
��������
�に整理されたもののように一見そう見えるか
もしれないけれども，実は細かな規則の寄せ集めにすぎ
ないと思う．大体，クラシックの和声学もそうで，一つの
体系的なものにしなければいけないとしているが，本当
はそうでないため，音楽理論は決して作曲家に使われる
ことはない．ジャズの世界でも最終的には自分による理
路整然とした理論になっているため，アレンジャーや作
曲家の自分の名前をつけた理論になる．実際に音楽とい
うのは，体系的な理論なんてないのではという考え方も
できる．そういう点について，音楽の体系的な最後の大
きな姿を目指しているわけではないのか．

�� もし矛盾のある理論が本に書かれていて，それを形式的
な表現になおし，その上で何かあることを推論していく
と何か矛盾が生じるわけで，そのときは「これは矛盾で
すね」と私は言うでしょうね．寄せ集めというのはある意
味では適していて，一つ一つのルールが表現できること
は小さいから，それらを合わせて「これがあなたの理論
の形式的な記述ですね」というふうに言うことができる．

�� ジャズとかポピュラーでよく教えられている音楽理論と
いうのは，私の印象では，クラシックの和声から引き継
いだ三和音体系のものと，モード的な解釈というものが
ごっちゃになっていると思う．このように元々物のとらえ
かたが違ったものが混じったものに出会ったときにはど
のようになるのか．

�� 出会ったときに，モードの解釈と機能和声の解釈とが一
冊の本に誰かがまとめて書いていれば，私が読んでこの
形式的な記述に落とす，と．その人の認識に依存します．

�� すると，矛盾点もそのまま引き継ぐ？
�� そうです．ただ，従来�
�6を使って書いたものよりはも

うちょっとスマートに書けるのでは．それは今からトラ
イしてもうちょっと具体的に例を示す必要がある ，とは
思う．

�� 平賀 �図情大� さきほどの話に戻るが，矛盾というより，強
い非単調性があるように思う．

�� それはあるかもしれない．
�� 単純な演繹的枠組では処理しきれないと思う．
�� 実は，空集合という概念を入れると否定が表現できる．そ

れで，非単調推論が可能になる，という道は一応開けて
いる．

���� �������報告
片寄晴弘，井口征士，長嶋洋一，金森 務 ������

記録� 大矢健一 �長野高専�

�� 平賀 �図情大� 2
はあるのか？
�� 2
は一つ付いている．応募された作品の段階でよいと思

われているものが2
 になっているそうだ．
�� 鈴木 �東京工業高専� コンピュータミュージックというと

昔は音楽がメインだったが，最近はマルチメディアとか
バーチャルリアリティとかがでてきた．アートといって
も，映像とかそういったものとの関係が深くなっている
という傾向はあるのか．

�� 今年の �2	2はバレエの踊り手が用意されていて，その
踊り手に合わせるコンピュータミュージックの作品を募
集した．また，花火を伴ったコンピュータミュージック作
品とか，太鼓を叩くとそれでライトが光るように工夫さ
れている作品とかもあった．来年の ,��7ではインスタ
レーションとかマルチメディアとかをかなりサポートし
ているらしく，そのへんをターゲットにしましょうとい
う話はある．
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